
レーザ切断加工により品質ＵＰ 

自動ガス切断加工品 レーザー切断加工品 

Ⅰ.加工面 

Ⅱ.原理 

  従来は、ガス切断が大半でしたが、最近はレーザ切断加工が多くなって幅広く 

  使用するようになってきました 

  レーザ切断の場合は鋼板の厚みは 19mmまでしか切断できませんが 

  複雑な加工や穴加工、精密で精度が高い切断品に使用されるようになりました 

  弊社では、以前から 

  本体フレーム、定盤だけでなく 

  他の部分においても 

  レーザ切断品を多く使用して 

  品質ＵＰをはかっています 

  左の写真を比較すると 

  自動ガス切断加工品は 

  鎔断のあとが残っていますが 

  レーザ切断加工品は、 

  切断面がきれいで 

  優れていることが分かります 
 

  ※参考までに左下段に 

    原理を掲載しています 


